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概要 
航空機や車など空気の影響を受ける機器は多い。このような機器では、空気の流れの状態を把握す
ることが重要であり、そのためには流線の可視化を行うことが最も有効である。 
本研究室では、この流線を可視化するための装置として吹出式小風洞を備えている。この風洞では、
高さ30cm、奥行き30cm、幅50cmの領域で、煙を用いて可視化された流線を観測することができる。
また、この風洞に複合現実感技術を利用して可視化するシステムも構築中である。これは、カメラを
取り付けた頭部装着型ディスプレイを用い、眼前の映像にコンピュータグラフィックスを重ね合わせ
て、人間の目に提示する技術である。風洞に複合現実感技術を利用することによって、実際の煙流線
とコンピュータ内で計算された流線を同時に人間に提示することが可能となり、リアルタイムでその
比較を行うことができる。このような技術は、流線観測に関する教育に役立つとともに、流線観測と
計算による流線の比較をする一連の作業の効率化にも役立つと考えられる。 
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